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野
菜
茶
業
研
究
所
跡
地

Ｑ 

現
状
は
。

Ａ 

企
画
部
長 

武
豊
港
線
の
北

側
約
２
・
７
ha
と
南
側
約
０
・

７
ha
は
、
町
が
す
で
に
取
得
し

て
い
る
。
ま
た
、
北
側
の
残
地

約
０
・
７
ha
は
公
園
の
一
部
と

し
て
今
年
度
中
に
町
が
購
入
す

る
予
定
。
南
側
約
５
・
１
ha
は
、

今
年
度
中
に
農
研
機
構
が
売
却

を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ 

役
場
や
他
の
公
共
施
設
の

建
替
え
用
地
ま
た
、
多
目
的
な

広
場
と
し
て
整
備
の
検
討
は
。

Ａ 

町
長 

老
朽
化
の
進
む
各
施

設
の
集
約
化
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
北
・
南
側
の
一
体
的
活

用
に
よ
り
、
憩
い
の
広
場
と
し

て
も
利
用
で
き
る
。
様
々
な
可

能
性
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ 

財
政
状
況
を
考
慮
し
た
場

合
、
取
得
で
き
る
可
能
性
は
。

Ａ 

町
長 

武
豊
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
、
20
・
30
年
後
を

見
据
え
、
「
未
来
へ
の
投
資
」

と
し
て
取
得
の
方
向
で
農
研
機

構
と
調
整
を
進
め
る
。

町
道
六
貫
山
線

Ｑ 
事
業
着
手
ま
で
の
安
全
確

保
は
。

Ａ 

土
木
課
長 

通
行
に
支
障
の

あ
る
個
所
は
速
や
か
に
修
繕
な

ど
を
実
施
し
、
安
全
確
保
に
努

め
る
。

Ｑ 

部
分
的
に
確
保
で
き
た
用

地
の
利
活
用
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

利
活
用
で
き
る

箇
所
に
つ
い
て
は
、
仮
の
歩
道

を
設
置
す
る
な
ど
活
用
し
て
い

る
。

新
た
な
供
養
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
検
討

Ｑ 

樹
木
葬
の
エ
リ
ア
を
設
け

て
住
民
要
望
に
応
え
る
考
え
は
。

　
Ａ 

町
長 

少
子
化
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
お
墓

や
供
養
に
対
し
て
の
意
識
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
住
民
の
み

な
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
お

墓
の
形
態
で
あ
る
樹
木
型
な
ど

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
時

期
に
来
て
い
る
。
他
市
町
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
樹
木

葬
な
ど
お
墓
に
限
定
さ
れ
な
い

新
た
な
供
養
ス
タ
イ
ル
を
検
討

し
て
い
く
。

浅
水
川
、
鹿
狩
川
、
北
川
は
５

年
に
一
度
の
降
雨
強
度
に
対
応

Ｑ 
河
川
改
修
計
画
の
現
状
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

町
の
河
川
は
、

随
時
改
修
を
し
て
い
る
。
昭
和

51
年
９
月
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、

河
川
改
修
が
進
め
ら
れ
、
県
が

管
理
す
る
３
河
川
は
、
一
部
の

箇
所
を
除
き
、
５
年
に
一
度
の

降
雨
強
度
に
対
応
す
る
改
修
を

終
え
、
町
が
管
理
す
る
河
川
の

う
ち
浅
水
川
、
鹿
狩
川
、
北
川

は
改
修
を
終
え
て
い
る
。

健
全
な
状
態
で
維
持
管
理
に

努
め
る

Ｑ 

河
川
に
溜
ま
る
堆
積
土
や

草
の
影
響
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

今
後
も
河
川
の
機

能
維
持
に
つ
い
て
、
県
と
も
連
携

し
、
健
全
な
状
態
を
保
つ
よ
う
定

期
的
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

概
ね
改
善
、
お
よ
び
横
ば
い

で
推
移

Ｑ 

河
川
の
水
質
汚
濁
の
状
況
は
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長 

年
４
回
の

水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

概
ね
改
善
、
お
よ
び
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

森田 義弘 議員

岩瀬 計介 議員

野菜茶業研究所跡地の取得は

墓園改修で樹木葬のエリアを

取得の方向で調整を進める

新たな供養スタイルについて検討

個人質問 町政を問う！

▲ 長久手市卯塚墓園樹木型
 　合葬式墓所



10

　

近
年
の
大
雨
に
よ
る
被
害
が

各
地
で
発
生
し
て
い
る
中
、
災

害
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

Ｑ 

た
め
池
・
河
川
の
改
修
お

よ
び
維
持
管
理
の
考
え
方
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

町
内
の
２
級
河

川
・
準
用
河
川
は
お
お
む
ね
５

年
確
率
で
整
備
済
み
。
た
め
池

は
河
川
能
力
補
完
の
た
め
、
雨

水
調
整
用
と
し
て
鹿
狩
池
や
六

貫
山
新
池
を
整
備
、
今
後
は
中

山
新
池
な
ど
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
た
め
池
は
計
画
的
に

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

開
発
行
為
に
よ
る
下
流
へ

の
雨
水
の
影
響
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

雨
水
排
水
は
開

発
許
可
制
度
に
よ
り
一
定
の
水

準
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

下
流
へ
の
影
響
が
な
い

よ
う
既
設
排
水
施
設
の

改
修
や
調
整
池
の
設
置

を
、
事
業
者
と
町
で
協

議
し
て
い
る
。

Ｑ 
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
あ
る
の
か
。

Ａ 

総
務
部
長 

必
要
と
考
え
、
来

年
度
、
防
災
マ
ッ
プ
更
新
に
あ

わ
せ
、
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
に
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ 

緊
急
輸
送
道
路
の
災
害
時

対
応
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

地
域
住
民
な
ど

か
ら
の
情
報
を
把
握
し
、
災
害

対
策
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

規
制
な
ど
の
措
置
を
実
施
す
る
。

Ｑ 

災
害
廃
棄
物
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
の
計
画
は
。

Ａ 

町
長 

迅
速
な
対
応
と
処
理
・

衛
生
的
な
処
理
・
分
別
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
の
基
本
方

針
に
従
い
、
武
豊
町
災
害
廃
棄

物
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
発

災
時
よ
り
住
民
へ
防
災
無
線
な

ど
で
周
知
す
る
。

　

企
業
誘
致
を
促
進
し
、
男
女

問
わ
ず
若
い
世
代
に
注
目
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。

労
働
人
口
世
代
が
減
少

Ｑ 
若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
課
題
だ
が
。

Ａ 

町
長 

屋
内
温
水
プ
ー
ル
建

設
や
世
代
を
超
え
て
憩
い
集
え

る
多
目
的
な
総
合
公
園
、
知
多

武
豊
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
、
整
備
中
の
事
業
に
人
を

引
き
寄
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
心
が
け
る
。

Ｑ 

富
貴
地
区
南
部
や
（
仮

称
）
武
豊
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
、
耕
作
放
棄
地
の
集
約

な
ど
で
、
企
業
誘
致
先
を
整
備

し
て
は
。

Ａ 

副
町
長 

　

今
後
の
人

口
減
少
な
ど

を
考
え
た
と

き
、
企
業
誘

致
は
重
要
な

施
策
で
あ
る

が
、
町
内
に

誘
致
候
補
地
が
少
な
い
こ
と
も

課
題
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
土

地
の
な
か
に
、
新
た
な
候
補

地
を
探
す
な
ど
、
企
業
誘
致
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ 

雇
用
創
出
に
は
官
民
一
体

と
な
っ
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
も
有
効
で
は
な
い
か
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長 

武
豊
町
観

光
協
会
が
「
た
け
と
よ
め
し
」

を
認
定
し
て
食
、
味
の
普
及
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、
食
品
会
社

と
の
コ
ラ
ボ
商
品
化
の
例
も
あ

る
。
商
工
会
の
ほ
か
、
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
や
経
営
者
懇
談
会

な
ど
と
話
題
提
供
を
通
じ
て
、

ア
イ
デ
ア
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

石原 壽朗 議員

久野　勇 議員

企業誘致で雇用創出を

水害対策の重点課題は

誘致先が少ないのが課題

事前の備えと迅速な復旧・復興

個人質問町政を問う！

▲ 第５次武豊町総合計画

議会だより　　　　　　　No.165　2018年10月15日発行
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償
却
資
産
の
増
収
を
見
込
む

Ｑ 

今
後
の
固
定
資
産
税
の
償

却
資
産
の
見
込
み
額
は
。

Ａ 
総
務
部
長 

平
成
30
年
度
は
、

臨
海
部
企
業
の
固
定
資
産
の
償

却
資
産
が
予
想
以
上
に
あ
り

12
億
円
を
超
え
、
平
成
31
年
度

か
ら
は
、
毎
年
約
５
０
０
０
万

円
ず
つ
減
少
し
て
い
き
、
平
成

34
年
度
は
、
臨
海
部
企
業
の
償

却
資
産
が
あ
り
約
３
億
円
の
増

収
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

平
成
35
年
度
は
、
前
年
に
中

部
電
力
武
豊
火
力
発
電
所
の
建

設
工
事
が
終
わ
り
竣
工
す
る
予

定
な
の
で
、
25
億
円
を
超
え
る

増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

平
成
36
年
度
以
降
は
、
毎
年

数
億
円
規
模
で
減
少
し
て
い
く
。

中
長
期
財
政
計
画
を
見
直
す

Ｑ 

中
長
期
財
政
計
画
の
予
測

よ
り
２
年
早
く
不
交
付
団
体
と

な
っ
た
が
、
今
後
の
財
政
計
画

へ
の
影
響
は
。

Ａ 

町
長 

大
き
く
２
点
あ
る
。

　

１
点
目
は
、
平
成
30
年
度
の

算
定
結
果
に
よ
り
、
今
年
度
は

普
通
交
付
税
の
交
付
は
な
く
な

り
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

も
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
財
源
が
な
く
な
る
と
い
う
影

響
は
あ
る
が
、
町
税
の
増
収
に

よ
り
、
カ
バ
ー
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　

２
点
目
は
、
不
交
付
団
体
に

な
る
こ
と
で
、
一
部
の
事
業
で

は
あ
る
が
、
国
か
ら
の
補
助
金

や
交
付
金
の
交
付
率
が
下
が
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

現
在
、
中
長
期
財
政
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
公
共
施
設
の
里
親
制
度
」

を
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

い
ま
す
。

　

本
来
、
町
の
施
設
で
あ
る
公

園
や
広
場
な
ど
の
維
持
管
理
は
、

町
が
行
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、

地
域
の
大
事
な
施
設
で
も
あ
る

公
園
な
ど
を
、
町
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
、
除
草
、

草
刈
な
ど
を
行
い
、「
わ
が
子
」

の
よ
う
に
愛
情
を
持
っ
て
面
倒

を
見
て
い
く
制
度
で
す
。

シ
ル
バ
ー
だ
け
で
は
大
変

Ｑ 

町
管
理
の
公
園
や
広
場
の

数
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

現
在
78
カ
所
で

あ
る
。

Ｑ 

除
草
、
草
刈
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 

建
設
部
長 

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
公
園
を
ひ
と
ま
わ
り

す
る
の
に
３
〜
４
カ
月
か
か
る
。

Ｑ 
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
管
理
の
現
状
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

５
つ
の
公
園
や

ち
び
っ
こ
広
場
な
ど
で
、
７
団

体
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
て

い
る
。

Ｑ 

制
度
の
課
題
は
。

Ａ 

町
長 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
希
薄
化
が
い
わ
れ
る
中
で
制

度
の
周
知
と
地
域
の
み
な
さ
ん

の
「
自
分
た
ち
の
公
園
」
と
い

う
意
識
で
自
発
的
に
参
加
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ
「
祠
峯
公
園
を
楽
し
む
会
」

の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
広
く
募

集
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ 

都
市
計
画
課
長 

広
報
な
ど

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

青木 宏和 議員

本村　強 議員

中電武豊火力発電所の償却資産は

里親制度による公園の管理を

25億円を超える見込み

祠峯公園を楽しむ会などが実施

個人質問 町政を問う！

▲ 「祠峯公園を楽しむ会」が管理

▲ 「中部電力武豊火力発電所 5号機の建設工事現場」



　

武
豊
町
で
は
０
、
１
、
２
歳

児
の
保
育
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
、

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

が
入
所
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
は
入
所

で
き
ず
、
仕
事
が
で
き
な
け
れ

ば
無
収
入
と
な
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
そ
の
後
の
収
入
に
も

大
き
く
影
響
し
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｑ 

社
会
保
険
非
加
入
者
で
保

育
園
に
入
所
で
き
ず
困
っ
て
い

る
方
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

Ａ 

町
長 

本
町
の
０
歳
児
の
入

所
条
件
は
「
保
護
者
の
い
ず
れ

も
が
社
会
保
険
に
加
入
し
、
常

勤
で
勤
め
て
い
る
こ
と
」
と
し

て
い
ま
す
。
入
所
条
件
を
満
た

さ
な
い
方
々
に
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

や
一
時
的
保
育
、
民
間
の
企
業

主
導
型
保
育
所
の
利
用
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
は
人
的
な

整
備
が
図
れ
る
こ
と
と
、
近
年

の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
勘
案
し
、
今

年
10
月
の
入
園
申
込
み
よ
り
、

社
会
保
険
要
件
の
撤
廃
を
い
た

し
ま
す
。

　

不
登
校
児
へ
の
対
応
と
予
防

に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
配
置
や
、
小
学
校
へ
の
適

応
指
導
教
室
設
置
が
必
要
で
す
。

Ｑ 

不
登
校
児
の
傾
向
は
。

Ａ 

教
育
部
長 

小
学
校
で
は
、

全
国
が
２
１
３
人
に
１
人
、
武

豊
町
は
１
０
５
人
に
１
人
。
中

学
校
で
は
、
全
国
が
33
人
に
１

人
、
武
豊
町
は
23
人
に
１
人
の

割
合
で
、
若
干
高
い
発
生
率
と

な
る
。

Ｑ 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
配
置
の
検
討
は
。

Ａ 

教
育
長 

ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
も
含
め
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
。

Ｑ 

小
学
校

へ
の
適
応
指

導
教
室
の
設

置
は
可
能
で

す
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

可
能
で
あ
る
。

　

財
政
状
況
は
、
総
務
省
よ
り

全
国
自
治
体
の
情
報
が
提
供
さ

れ
、
経
年
的
な
分
析
や
類
似
団

体
の
比
較
も
容
易
に
で
き
る
の

で
、
今
後
の
予
算
編
成
や
財
政

運
営
に
活
か
し
、
住
民
に
も
わ

か
り
や
す
く
公
開
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｑ 

本
年
度
よ
り
、
６
年
ぶ
り

に
不
交
付
団
体
に
な
っ
た
こ
と

に
対
す
る
見
解
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

算
定
結
果
は
、

本
町
の
実
態
と
全
て
に
お
い
て

適
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、
昨

年
と
比
べ
格
段
の
変
化
で
は
な

い
。Ｑ 

近
年
の
財
政
状
況
の
特

徴
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

財
政
の
硬
直

化
を
計
る
指
標
と
い
わ
れ
る

「
経
常
収
支
比
率
」
が
上
昇

し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
的

に
ま
ち
の
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
の
度
合
い
を
示
し
た

「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
一

時
的
に
大
き
く
上
昇
し
て
く

る
。

Ｑ 

中
期
的
財
政
の
見
通
し
は
。

Ａ 

町
長 

平
成
30
・
31
年
度
は

増
収
、
32
・
33
年
度
は
減
収
、

35
年
度
に
は
大
き
く
伸
び
る
。

Ｑ 

財
政
状
況
を
、
住
民
に
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
く
こ

と
に
対
す
る
見
解
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

財
政
資
料
は
、

一
般
的
に
な
じ
み
の
な
い
表
現

や
用
語
も
多
い
。
こ
こ
数
年
で

記
事
を
一
新
し
、
わ
か
り
や
す

い
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
き
た
い
。

12

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

石川 義治 議員

櫻井 雅美 議員

近年の財政状況の特徴は

0歳児入所要件の社会保険加入は

経常収支比率が上昇

今年度10月申込みから撤廃する

個人質問町政を問う！
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就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の

支
給
を
実
際
に
必
要
と
な
る
入

学
前
に
支
給
で
き
る
よ
う
文
科

省
の
支
給
要
綱
が
改
定
さ
れ
た
。

Ｑ 

就
学
援
助
の
要
保
護
児

童
・
生
徒
の
入
学
準
備
金
が
、

実
際
に
必
要
と
な
る
入
学
前
に

武
豊
町
も
支
給
で
き
る
よ
う
に

さ
れ
た
い
。

Ａ 

就
学
援
助
費
の
新
入
学
児

童
・
生
徒
の
入
学
前
支
給
に
つ

い
て
は
、
判
定
の
基
礎
と
な
る

所
得
の
把
握
な
ど
事
務
処
理
上

時
間
的
制
約
、
二
重
支
給
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
学
期
ご
と
に
ま
と

め
て
支
給
し
て
き
た
が
、
必
要

な
時
に
支
給
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
る
。

（
平
成
29
年
６
月
議
会
質
問
）

そ
の
後

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
新
入
学

児
童
・
生
徒
か
ら
入
学
に
間
に

合
う
よ
う
入
学
準
備
金
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
該
当
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

か
教
育
委
員
会
が
認
め
た
人
。

・
生
活
保
護
が
停
止
又
は
廃
止

さ
れ
た
人

・
町
民
税
非
課
税
又
は
減
免
さ

れ
た
人

・
個
人
事
業
税
又
は
固
定
資
産

税 (

住
宅
新
築
の
場
合
は
除

く) 

が
減
免
さ
れ
た
人

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
、
国

民
健
康
保
険
税
が
減
免
、

徴
収
猶
予
の
ど
ち
ら
か
に

該
当
す
る
人

・
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

た
人

問
合
わ
せ　

役
場
学
校
教
育
課
、

　

各
小
中
学
校

　

地
方
公
務
員
法
な
ど
が
改
正

さ
れ
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日

よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
働
き
方
が
変
わ
り
ま
す
。
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
現
状
と
改

正
後
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
現
状
は

Ｑ 

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
職

種
と
勤
務
条
件
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

町
長 

現
在
、
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
職
種
は
約
20
種
類
あ

り
ま
す
。

　

任
用
期
間
は
、
臨
時
職
員
は

６
カ
月
、
非
常
勤
職
員
は
１
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
時
間
は
、
２
時
間
か
ら

７
時
間
30
分
の
間
で
勤
務
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

Ｑ 

職
種
ご
と
に
占
め
る
臨

時
・
非
常
勤
職
員
は
何
人
で
、

何
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

臨
時
・
非
常
勤
職

員
は
３
８
３
人
で
１
１
３
・
６
％

で
す
。

　

職
種
別
で
は
、
本
庁
内
40
人

で
21
・
１
％
、
保
育
園
・
児
童

館
・
児
童
ク
ラ
ブ
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
・
あ
お
ぞ
ら

園
な
ど
合
わ
せ
て
２
６
８
人
で

２
１
６・
１
％
、
そ
の
他
の
施
設

で
は
34
人
で
１
７
８・
９
％
で
す
。

法
改
正
前
と
後
の
変
化
は

Ｑ 

地
方
公
務
員
法
、
自
治
法
改

正
前
と
、
改
正
後
で
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

主
な
改
正
内
容

は
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
任

用
根
拠
の
明
確
化
・
適
性
化
と

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
報

酬
・
給
料
、
手
当
な
ど
の
規
定

な
ど
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

改
正
前
と
後
で
の
具
体
的
な

変
化
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
の

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
点
、

期
末
手
当
の
支
給
が
可
能
と
な

る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
臨
時
・
非
常

勤
職
員
が
「
会
計
年
度
任
用
職

員
」
と
な
っ
た
場
合
、
待
遇
に

差
が
出
ま
す
か
。

Ａ 

副
町
長 

一
般
職
の
常
勤

職
員
の
任
用
は
フ
ル
タ
イ
ム
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
ど
ち
ら
で
も
い

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
条
件
と

し
て
は
、
こ
れ
か
ら
、
健
康
保

険
、
期
末
手
当
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
場
合
は
扶
養
手
当
の
支
給
が

で
き
、
正
規
職
員
に
よ
り
近
い

形
と
な
り
ま
す
。

Ｑ.
Ａ.

梶田　進 議員

臨時・非常勤職員の待遇改善は
契約更新、手当の支給が可能に

個人質問 町政を問う！

Q&Aその後どうなった？そういえばあの答弁どうなったのかな

入
学
前
に
就
学

援
助
金
の
支
給
を


